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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｊ  99/00     (2009.01)
   Ｈ０４Ｂ   7/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｊ   15/00     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月17日(2016.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチユーザ（ＭＵ）多重アンテナシステム（ＭＡＳ）において実行される方法であっ
て、
　１つ以上の集中型ユニットを複数の分散型送受信局またはアンテナにネットワークを介
して通信できるように接続する工程であって、前記ネットワークは有線又は無線リンク又
は両方の組み合わせを有する、工程と、
　バックホール通信チャネルとして前記ネットワークを利用する工程と、
　前記ＭＵ－ＭＡＳにおけるチャンネル空間ダイバーシティを高めるために、送信アンテ
ナ選択、ユーザ選択、又は送信電力均衡を利用する工程と、
　前記多重アンテナから複数のユーザへ同時に複数のデータストリームを送信する工程と
、
　を含む方法。
【請求項２】
　空間選択性指標（ＳＳＩ）、時間選択性指標（ＴＳＩ）、及び／又は周波数選択性指標
（ＦＳＩ）が前記チャンネルダイバーシティの測定値として使用される、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
　送信アンテナの異なる部分集合を定義し、前記無線リンク経由の送信の前記ＳＳＩを最
適化する前記部分集合を選択する工程を更に含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　選択基準が、測定値から得られるＳＳＩ、ＴＳＩ、及び／又はＦＳＩの閾値に基づく、
請求項２に記載の方法。
【請求項５】
　全てのクライアント装置の有効チャンネル行列の最小特異値がＳＳＩとして使用される
、請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　全てのクライアント装置からの合成チャンネル行列の最小特異値又は前記条件番号がＳ
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ＳＩとして使用される、請求項２に記載の方法。
【請求項７】
　一部又は全ての送受信機局からの複素チャンネル利得の合計の絶対値がＴＳＩとして使
用される、請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＳＳＩを使用して、前記可干渉エリアを測定及び予測する、請求項２に記載の方法
。
【請求項９】
　平均ＳＳＩを使用して、固定送信アンテナ構成とチャンネル条件の変化に基づく送信ア
ンテナ選択方法との間で適応的に選択する、請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＳＳＩの時間相関を利用して、前記方法の計算複雑性を減少させながら、最適なア
ンテナの部分集合を選択する、請求項２に記載の方法。
【請求項１１】
　前記最適なアンテナの部分集合を検索する工程が、前記ＳＳＩ閾値を満たす最初の部分
集合が見つかるとすぐに中断され、したがって計算複雑性を減少させる、請求項３に記載
の方法。
【請求項１２】
　限られた数のアンテナの部分集合だけが、前記方法の計算複雑性を減少させる手段とし
て特定の性能基準に基づいて選択される、請求項３に記載の方法。
【請求項１３】
　他のＢＴＳを圧倒する基地送受信機局（ＢＴＳ）が、その送信電力を減少させて全ての
ＢＴＳから前記クライアントへの前記電力を均衡させる、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　他のＢＴＳを圧倒する基地送受信機局（ＢＴＳ）が、その電力レベルを元のまま保持し
、前記他のＢＴＳがその送信電力を増加させて全てのＢＴＳから前記クライアントへの電
力を均衡させる、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記共分散行列の最大自己相関係数を送信電力不均衡の指標として使用する、請求項１
に記載の方法。
【請求項１６】
　自己相関の閾値が電力均衡法と電力不均衡法との間で選択するために定義されて、それ
らの閾値は特定の性能基準に基づいて得られる、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記選択がヒステリシスループに基づき、自己相関の複数の閾値がそのヒステリシスに
対して定義される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記自己相関が送信利得値にマッピングされ、その値が前記ＢＴＳの電力を調整するた
めに使用される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　マルチユーザ（ＭＵ）多重アンテナシステム（ＭＡＳ）であって、
　複数の分散型送受信局又はアンテナにネットワークを介して通信可能に接続される１つ
以上の集中型ユニット、
　有線又は無線リンク又は両方の組み合わせを含む前記ネットワークであって、バックホ
ール通信チャネルとして利用される、ネットワークと、
　を含み、
　前記ＭＵ－ＭＡＳは、
　チャンネル空間ダイバーシティを高めるために、送信アンテナ選択、ユーザ選択、及び
／又は送信電力均衡を利用し、
　前記多重アンテナから複数のユーザに同時に複数のデータストリームを送信する、
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　システム。
【請求項２０】
　空間選択性指標（ＳＳＩ）、時間選択性指標（ＴＳＩ）、及び／又は周波数選択性指標
（ＦＳＩ）が前記チャンネルダイバーシティの測定値として使用される、請求項１９に記
載のシステム。
【請求項２１】
　送信アンテナの異なる部分集合を定義し、前記無線リンク経由の送信の前記ＳＳＩを最
適化する前記部分集合を選択する工程を更に含む、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
　選択基準が、測定値から得られるＳＳＩ、ＴＳＩ、及び／又はＦＳＩの閾値に基づく、
請求項２０に記載のシステム。
【請求項２３】
　全てのクライアント装置の有効チャンネル行列の最小特異値がＳＳＩとして使用される
、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２４】
　全てのクライアント装置からの合成チャンネル行列の最小特異値又は前記条件番号がＳ
ＳＩとして使用される、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２５】
　一部又は全ての送受信機局からの複素チャンネル利得の合計の絶対値がＴＳＩとして使
用される、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２６】
　前記ＳＳＩを使用して、前記可干渉エリアを測定及び予測する、請求項２０に記載のシ
ステム。
【請求項２７】
　平均ＳＳＩを使用して、固定送信アンテナ構成とチャンネル条件の変化に基づく送信ア
ンテナ選択システムとの間で適応的に選択する、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記ＳＳＩの時間相関を利用して、前記システムの計算複雑性を減少させながら、最適
なアンテナの部分集合を選択する、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記最適なアンテナの部分集合を検索する工程が、前記ＳＳＩ閾値を満たす最初の部分
集合が見つかるとすぐに中断され、したがって計算複雑性を減少させる、請求項２１に記
載のシステム。
【請求項３０】
　限られた数のアンテナの部分集合だけが、前記システムの計算複雑性を減少させる手段
として特定の性能基準に基づいて選択される、請求項２１に記載のシステム。
【請求項３１】
　他のＢＴＳを圧倒する基地送受信機局（ＢＴＳ）が、その送信電力を減少させて全ての
ＢＴＳから前記クライアントへの前記電力を均衡させる、請求項１９に記載のシステム。
【請求項３２】
　他のＢＴＳを圧倒する基地送受信機局（ＢＴＳ）が、その電力レベルを元のまま保持し
、前記他のＢＴＳがその送信電力を増加させて全てのＢＴＳから前記クライアントへの電
力を均衡させる、請求項１９に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記共分散行列の最大自己相関係数を送信電力不均衡の指標として使用する、請求項１
９に記載のシステム。
【請求項３４】
　自己相関の閾値が電力均衡システムと電力不均衡システムとの間で選択するために定義
されて、それらの閾値は特定の性能基準に基づいて得られる、請求項３３に記載のシステ
ム。
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【請求項３５】
　前記選択がヒステリシスループに基づき、自己相関の複数の閾値がそのヒステリシスに
対して定義される、請求項３４に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記自己相関が送信利得値にマッピングされ、その値が前記ＢＴＳの電力を調整するた
めに使用される、請求項３５に記載のシステム。
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